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•本機のお問い合わせの節は仕様が順次変わっている場合がありますので、

機体番号を合わせてご通知下さるようお願いいたします。
•なお、本機記載事項は予告無しに変更することがあります。



(1 ！安全作業のために ）
 

●

● 

●

本製品を購入していただき、誠にありがとうございます。
ご使用する前に必ずこの取扱説明書をよく読み、十分理解した上で安全かつスム ー ズな
作業を行って下さい。

服装は作業に適したものを着用してください。
袖口などは機械に巻き込まれないようしまったものを着、特に安全靴の使用をお願い致
します。また、飛散物から目を保護するため保護めがね（ゴー グル）を着用し、リ ール
刃、下刃に触れる場合は手袋を着用して下さい。

作業前には必ず始業点検を行って下さい。（詳細は始業点検の項(Pll.6-2)をお
読み下さい。）

1-1 警告表示ラベルについて

本書に記載した注意事項や機械に貼られた、ししの表示がある警告表示ラベルは、人
身事故の危険が考えられる重要な項目です。

E置置〗 ...•その警告に従わなかった場合、死亡または重症を負うことになる
ものを示します。

...•その警告に従わなかった場合、死亡または重症を負う危険性があ
るものを示します。

△ •.．•その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示
します。

◎
⑭

・・・・機械作動中に手を入れたり触ったりすると、警告ラベルに示す、
危険、警告、注意のどれかに相当します。

・・・・機械作動中にその近辺に足を踏み入れると、警告ラベルに示す、
危険、警告、注意のどれかに相当します。

この取扱説明書や機械に使用されている普告表示ラベルは、安全のための説明が書かれてい
ます。
マー クや説明文はきれいに保ち、無くなったり損傷があった場合には、新しいものに交換し
て下さい。

ー



1 - 2 ラベル貼付位置図
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A 注意
この防讀カパー は必
ず本1l1に取り付けて
作業して下さい，
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A 注 意

態力作動中は回転物に触れないで
下さいペルトや回転窃で指や手
をケガをする危険があります．
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1・回転している刃に手足を近づけないこと。
2・刃に触れる場合は、必ず手袋を麓用すること伶
3．子供には使用させないこと。

K よ，．5．．．. 3 9 

K4205000690 

A 注 意
ラペル取扱上の注意

1・ラペル・マ ー ク等の説明文はきれいに保ち
無くなったり損傷したり見えなくなった揚
合は新しいものに交換して下さいも

2危険・欝告・注意等ラペルの指示にしたが
って行動しないと死傷又はケガをする結果
となります＂

""'●""も
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ぐ21 特長

0 重いモアも吊り上げウインチにより、一人で簡単にセットでき、研磨する事ができます。

0 二番取りの角度調整も簡単な機構で、 初めての方でも短期的にマスタ ーできます。

0 下刃研磨もグラインダ一頭部の角度を変えることにより、 簡単に研磨できます。

0 砥石の自詰まりを修正するため、 夕
、

イヤモンドドレッサーを組み込んであります。

01 仕様

全 長 l, 5 7 Omm 

全 高 2, 4 0 Omm 

全 幅 7 8 Omm 

有効研磨幅 9 2 0 mm (3 6 寸）

使用砥石 φ1 5 3×1 Omm 

モータ ー

全閉外扇形 50/60Hz lOOV 400W 2P 

コンデンサー始動（三菱電機製別注モー タ ー）

送り装霞 自動式（送りスピー ド可変）

3 

質　　量 3 5 8 kg 



⑭口使用前の注意 ）
 

(1) 始業点検

本機を使用する前には、 必ず点検を行って下さい。

(2) 作業者の限定

次に該当する人は、 本機の作業に従事しないで下さい。

①酒気を帯びた人

②若年者

③未熟練者

④過労、 病気、 薬物の影響、 又はその他の理由により、 正常な作業ができない人

＊ ②、③に該当する人がやむえず作業する場合、指導員及び、熟練者の補助をお願

いします。

(3) 目的外使用の禁止

本機は、 リ ール刃、 下刃を研磨する事を目的に設計、 開発されていますので、 それ

以外の目的で使用される場合、機械の安全に関して保証できませんので、注意して

下さい。

(4) 改造等の禁止

本機の改造などは絶対に行わないで下さい。

(5) 保護カバーの装着

安全のためにある保護カバ ー類は常に装着して下さい。

(6) 停電時の注意

停電の場合は必ずスイッチを切って下さい。スイッチを切り忘れると電気が復帰し

た時、 思わぬ事故を起こすことがあります。

(7) 研磨作業の徹底

研磨作業は慎重にし、 わき見などは絶対にしないで下さい。

(8) 回転部に注意

機械作動中は、 リ ール部や砥石に手や足などを近付けないで下さい。

巻き込まれたりしますと大変危険ですので、 十分注意して下さい。

(9) 異常を感じた時

作業中、 異常振動や異常音の発生、発熱等機械の異常を感じた時は、すぐに作業を

中止して適切な処置をとって下さい。

(1 0)作業場での安全確保

事故防止のため、 作業場付近には人を近付けないで下さい。

4
 



⑲□運転

5-1 各部の名称

゜ e
cl
 0-

①チェ ー ンブロック

②制御ボックス

③研磨台（スライドベース）

5
 



5-2 本機据え付け

(1) 芯出しレベルを出します。（モー タ ー台移動用シャフトに水準器を乗せ、 やぐら底の

調整ナットで水平を出して下さい。）

(2) 吊り部及びラッピングマシーン、 モー タ ー台を取り付けます。

(3) 研磨用スライドベース（モー タ ー 台）を乗せ、 各ベアリング(6箇所）が全て当た

るように調整します。

注）その時、 スライドベースを左右に動かし、 ベアリングが空回りする箇所がない

ようにします。

(4) 自動反転用ワイヤーを取り付けます。

(5) 反転用リミットが作動するかチェックします。

＊注）研磨機の設定場所を変更した場合(1)、（3)、（5)を再度行って下さい。

5-3 リ ール円筒研磨

(1) 黒砥石を取り付け、 右図のように円筒研磨用

リ ー ル台に、 ダイヤモンドドレッサーを取り

付けます。 ダイヤモンドドレッサー

砥石の芯とドレッサー の芯を合わせ、 砥石を

回転させます。

左右にスライドベースを動かし、 砥石を少し

削り、 砥石の振れを取って下さい。

(2) ダイヤモンドドレッサー を取り外し、リー ル刃のシャフトにベアリングを取り付け、

台にセットして下さい。

注）セットする時は、 2番取りを手前にし、 通常は角パイプの穴をセンタ ーにしますが、

短いリ ールの場合は、 ラッピングマシーン側に寄せてセットして下さい。

6



(3) 芯出しゲージを砥石カバ ーの右側に取り付け、 リ ー ル刃の水平、 平行を出します。

く水平芯出し＞ リール刃
A. 水平芯出し

芯出しゲー ジ
リ ー ルシャフトの上側（同じ外形箇所）
と、 ゲージ棒の接点が0になるように、
下図に示す水平芯出しアジャストハンド
ルで調整して下さい。

最初リ ールの右から合わせ、 そしてゲー
ジを左側に移して左側を合せて下さい。

再度右側を見て確認して、 水平が出てい
ない場合、 もう一度行って下さい。

水平芯出しアジャストハンドル

B. 平行芯出し

リ ールシャフトの手前に、 右下図のよう
にゲー ジ棒を立て、 赤線をうまく使用し
て、 右図の平行芯出しアジャストハンド
ルで調整して下さい。

この時も、 右側、 左側と2~3度繰り返
して調整して下さい。

だいたい調整し終わったら、 砥石を使っ
てリ ールを手で回し、 音で右、 左と合わ
せる。（リ ールが左右均等に減っている
と仮定してですが、 場所は左右リブのあ
る同じ所で行う方がよい。）

平行芯出しアジャストハンドル

く平行芯出し〉

(4) リ ー ル芯・モー タ ー台（スライドベース）、 砥石中心等は、 ゲージを使用して出す。

右図のように①、 ②、 ③が一直線
になっていれば（②の砥石の中心
は5mmくらい下に設定した方が
よい）、 回転刃だけの場合でも、
機械で吊り上げた場合でも、 円筒
研磨はできますので、 必ずゲージ
を使用して下さい。

モー タ ー

--—、

， 

リ ー ル刃

D円筒研磨用ゲー ジ

ベアリング

7



(5) リミットスイッチをリ ー ルの幅に合わせ

て右図のようにセットします。

※この時リ ール刃を左右少し行き来させ

てセットして下さい。

注）セットは砥石がリ ー ル刃から外れるよう

にするので、 実際は図よりも外側の設定

になります。 リミットスイッチ

(6) ラッピングマシーンのスイッチを入れ、 リ ー ル刃を回転させます。

(7) 砥石を回転させ、 自動送りスイッチを入れ、 研磨に入ります。

(8) 火花の状態を見ながら、 砥石をハンドルにて少し前に移動させます。

（その時あまり前に送り過ぎますと危険ですので注意して下さい。）

(9) (8)の操作を何回か繰り返し、 だいたい研磨できた状態になりましたら、 最後に

火花が出なくなるまで自動送りを繰り返して下さい。 火花が出なくなったら円筒研

磨の終了です。

(1 0) 全ての回転を止めて刃の状態を見て、 まだ円筒がとれていない場合は、 再度(6)

からの操作を行って下さい。

(1 1) ギャング等大きいリ ー ルを研磨する時

には、 びびり防止用ブラケット2個を

左右両側のリ ー ル刃受け台に取り付け

て、 上部パイプに連結ブラケットにて

固定して下さい。

びびり防止用ブラケット

(1 2)ギャングを組み付けたまま研磨する時は、 カタログ写真を参照して下さい。

8
 



5-4 二番取り研磨

(1) リミットスイッチの止めハンドルをゆるめ、作業の差し支えないところに移動させ
ます。

(2) 自動送りクラッチを抜きます。（手動操作にて二番取りを行うため）

(3) 砥石を白砥石に交換する。（刃数の多いリ ールほど小さい砥石を使用）

(4) 右図の二番取りプラケットを砥石カバー に
取り付ける。

(5) 砥石台を前方にやり、適当な位置にセット
する。この時ブラケットは右図のように3
mmくらい引っ掛ける。
（溶接のろ（スパッタ）は除去の事）

又、砥石は右図のように次の刃に当たらな
いよう注意の事。砥石はできるだけ前に出
した方がよいが、次の刃に当たる危険は増
します。

砥石が減った場合は、二番取りブラケット
の調整を必ず行って下さい。

二番取りブラケット

l 

:：：：：こに：3mm位

リール刃先

二番取りブラケット

(6) 左右の当たりを右図のようにセットします。
＊右側（研磨する側から見て、入り込み側）

は少しはずれた位置に

＊左側は砥石がリ ールより外れないように
セットする

当たりブラケット

注）当たりは砥石がリ ールより外れるか、外れないかでセットしますので、実際は
図より外側の設定になります。

(7) 一枚ずつ仕上げる方法と、全刃同じ切り込みにて行う方法がありますが、初めての
場合は後者の方がよいと思われます。

この時、スタ ー トの刃にマジック等で印を付けておいて下さい。

，

 



(8) 数の多い時は、 円筒研磨を先にしておき、

右図のようにセンタ ー押しブラケットを

使用した方が早くできます。（又、 ブラ

ケットに当たる心配もいりません。）

センタ ー押しブラケット

5 - 5 下刃（ベッドナイフ）研磨

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

砥石をワン型に交換して下さい。

この時、 M8セットボルトをゆるめ、 ベルト

をねじって、 砥石の進行方向を右図のように

少し下げるようにセットします。 3-5mm

センタ ー押し用ブラケットを使用して下刃をセットし、 中央アジャストボルト付き

刃物受け台にて、 角度を調整（未使用の下刃を参考にする）して研磨します。

この時、 刃の平行は

砥石のすれる音と感

触で出します。

（本体左側上下調節

ハンドルにて）

A:刃先部

アジャストボルト付刃物受け台

巳：裏部

アジャストボルト付刃物受け台

砥石台上下ハンドルを操作しながら手動にて研磨します。

（古刃の両端は高いので注意して下さい。）

ー通り研磨できたら、 外して、 ストレッチに光明丹を塗り、 当たりを見て、 強く当

たっている部分をチョ ーク等で印を入れます。

当たりの強い所は遅く動かし、 弱い所は早く動かすよう操作します。

（全体的には中高になるようにする方がよいです。）

注）各ブラケットのロックボルトは締め過ぎないようにして下さい。

（壊れる危険性があります。）

10 



5-6 作業上での注意

(1)チェ ー ンプロックを使用して機械を吊り上げる場合、十分注意して下さい。
m日日持ち上げたリ ー ル刃や下刃の下方へ頭、手等を入れないで下さい。

(2)円筒研磨をする時、スライドベース移動モー タ ーはあまり早く移動させないで下
さい。リ ール刃や砥石を偏める危険があります。

(3)リ ー ル刃や下刃をセットする時などには、怪我のないように細心の注意を払って
下さい。

『置四リ ール刃や下刃は刃物ですので取り扱いに充分注意して下さい。

(4)研磨機の設定場所は極力平らな所に設置願います。

5-7 機械を離れる時の注意

△本機を離れる場合、機械稼動を停止して、電源を全て切るようにして下さい。

11 



⑲□保守、点検 ）
 

6-1 メンテナンスの注意

(1) 実施するメンテナンスを熟知して下さい。
(2) メンテナンスは乾燥した、きれいな場所で行って下さい。
(3) メンテナンスは必ず機械の作動を停止して行って下さい。
(4) 部品は良い状態で正しく取り付けて下さい。
(5) 損傷部品は直ちに修理、交換して下さい。

危険防止のため、純正部品を使用して下さい。
(6) 摩耗損傷部品は、交換して下さい。
(7) ゴミやグリス、オイルの付着は取り除いて下さい。
(8) 電気系統のメンテナンスをする場合、元電源を切って行って下さい。

6-2 始業点検

1 前日使用の異常箇所

2 各部、ポルト、ナット、ピン類のゆるみ点検、調整

3 スライドベースベアリングの当たり

4 モ ータ ー移動用ワイヤ ー のゆるみ

5 砥石の減り具合

6-3 定期点検

メ\ンテナンス "，
5h !Oh 100h 200h 300h 500h その他

各ベアリング ゜ △

各ボルト、ナット ゜ △

各部の給油部 ゜

砥石 （●)減った時点で交換

スライドベースシャフト △

0 ・・点検、調整、補給、清掃 ● ・ ・交換 △ ・ ・ オーバー ホール時点検、交換

6-4 長期保管時の注意

研磨した後の埃を取り、さびない状態にしておいて下さい。

12 
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1.本体・フレーム部

カタログ番号 コード番号 部品名称 個数 備考

1 MGA77-3001 左フレーム台 1 

2 MGA77-0201 左フレーム 1 

3 MGA77-0301 右フレーム 1 

4 MGA77-0402 フレームバー 2 

5 MGA77-1101 レール受台 1 

6 K0100060002 6ナット M6 

7 K0000060252 6ボルト25 M6X25 

8 MGA77-0401 レール 2 

， MGA77-1302 左オーバーヘッドアーム 1 

10 MGA77-1301 右オーバーヘッドアーム 1 

11 MGA77-1304 オーバーヘッドバー 1 

12 K0100160002 16ナット M16 

13 MGA77-3102 アジャストボルト 4 M16 X50 

14 MGA77-4101 モアホルダークランプ 2 

15 MGA77-4001 オーバーヘッドクランプ 2 

16 MGA77-4002 ノブボルト M8X25 

17 MGA77-3202 左支柱止め 1 

18 MGA77-3301 支柱 2 

19 MGA77-3302 ガーター 1 

20 MGA77-5101 ラッピング台A 1 

21 MGA77-5102 ラッピング台B 1 

22 MGA77-5103 バー 2 

23 K0000120252 12ボルト25 M12X 25 

24 K0200120002 12Sワッシャー M12 

25 K0100120002 12ナット M12 

26 K0000100250 10ボルト25 M10 X 25 

27 K0200100002 10Sワッシャー M10 

28 K5000100002 10ワッシャー M10 

29 K0100100002 10ナット M10 

30 MGA77-3501 補強板 4 
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1. 本体・フレーム部

カタログ番号 コード番号 部品名称 個数 備考

31 MGA77-3002 右フレーム台 1 

32 MGA77-3101 タイロッド 2 

33 MGA77-3003 フレーム台補強 1 

34 MGA77-4102 クランプクリップ 2 

35 MGA77-1201 レール受け 1 

36 MGA77-3203 右支柱止め 1 図になし

37 MGA77-3401 チェーンブロックフック 1 

38 K0000120352 12ボルト35 4 M12X 35 
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k-matsuda
テキストボックス
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k-matsuda
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k-matsuda
テキストボックス
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k-matsuda
テキストボックス
右

k-matsuda
テキストボックス
1

k-matsuda
テキストボックス
1
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2調節バー 、リ ールホルダー部
カタログ番号 コード番号 部品名称 個数 備考

31 MGA77-3802 センタースタンドB 1 

32 MGA77-3801 センタースタンドA 1 

33 MGA77-3804 センターB 1 

34 MGA77-3803 センターA 1 

35 MGA77-3807 握り玉 1 

36 MGA77-3806 ノブボルト 1 M8X25 

k-matsuda
テキストボックス
37

k-matsuda
テキストボックス
38

k-matsuda
テキストボックス
MGA77-3701L

k-matsuda
テキストボックス
MGA77-3901L

k-matsuda
テキストボックス
リールホルダー左

k-matsuda
テキストボックス
ベアリング受け左

k-matsuda
テキストボックス
1

k-matsuda
テキストボックス
1
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3.グラインダ一部

カタログ番号 コード番号 部品名称 個数 備考

1 MGA77-1401 左右スライドベース 1 

2 MGA77-1603 プレート 1 

3 K0023060251 6ホー ロ ーセット25 M6X25 

4 MGA77-1501 ベアリングバー 1 

5 K0000100252 10ボルト25 M10X 25 

6 K0200100002 10Sワッシャー M10 

7 K0604062000 ベアリング6200ZZ #6200zz 

8 K5000100002 10ワッシャー M10 

， K0100100002 10ナット M10 

10 MGA77-1801 前後スライドベース 1 

1 1 MGA77-1701 前後スライドボルト 1 

12 MGA77-1601 ネジホルダー 1 

13 MGA77-1704 朝顔型ハンドル 1 

14 MGA77-1705 カラー 1 

15 MGA77-1604 ノブボルト M8X40 

16 K0310040352 4テーパーピン35 M4X35 

17 K0320040301 4スプリングピン30 M4X30 

18 MGA77-1706 押しボルト 2 

19 MGA77-1909 防振ゴム 1 

20 K0000060152 6ボルト15 M6X15 

21 MGA77-1901 モーターベース 1 

22 MGA77-2001 ヘッドサポート 1

23 MGA77-1702 上下スライドボルト 1 

24 MGA77-2006 ノブボルト M8X40 

25 K0000080252 8ボルト25 M8X25 

26 MGA77-2205 スプリング 1 

27 MGA77-2101 グライディングヘッド 1 

28 MGA77-2201 砥石軸 1 

29 MGA77-2207 植込キー 1 5 X 5X 25 

30 K0602062030 ベアリング6203Z #62032 
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3.グラインダー部

カタログ番号 コード番号 部品名称 個数 備考

31 K0401017001 ストップリングS17 S-17

32 MGA77-2202 砥石受け 1 

33 MGA77-2802 砥石 黒色（円筒用）

34 MGA77-2203 砥石押え 1 

35 K0183120002 12左ネジナットP1.5 M12P=1.5左

36 MGA77-2302 グラインダープーリー 1 

37 K0023060121 6ホーローセット12 M6X12 

38 MGA77-1907 モーターSCF-KR-400W-2P 100V400W2P 

39 MGA77-2301 モータープーリ ー 1 

40 MGA77-2304 Vベルト 3V-315 

41 MGA77-2501 グラインダーカバーA 1 

42 MGA77-2601 グラインダーカバーB 1 

43 MGA77-2505 ノブボルト M6X15 

44 MGA77-2901 ベルトカバーA 1 

45 MGA77-2902 ベルトカバーB 1 

46 K4205000480 カバー取付注意マーク 1 

47 K4205000670 ベルト回転物注意マーク 1 

48 MGA77-2903 ベルトカバーAマーク付 1 

k-matsuda
テキストボックス
白色
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4自動送り装置関係
カタログ番号 コード番号 部品名称 個数 備考

1 MGA77-1511 ワイヤー qJ2X2.6m 1 

2 MGA77-1505 スプリング 1 

3 MGA77-1503 ワイヤークリップ 1 

4 MGA77-1504 ワイヤー止め 2 

5 K0000060122 6ボルト12 M6X12 

6 MGA77-4501 ベアリンゲケースプラケット 2 

7 MGA77-4503 止め板 2 

8 MGA77-5602 ベルトカバーマーク付 1 

， K0200100002 10Sワッシャー ¢, 10 

10 K0003100602 10ボルト60 M1 ox 60 

11 MGA77-4601 クラッチプーリー軸 1 

12 MGA77-4608 植込キー 5X5 X 35 

13 MGA77-4602 ワイヤープーリー軸 1 

14 K0000080152 8ボルト15 M8X15 

15 K0200080002 8Sワッシャー ¢8 

16 K5000080002 8ワッシャー ¢8 

17 K0604062020 ベアリング6202ZZ #6202zz 

18 MGA77-4702 ワイヤープーリー 2 

19 K0023060101 6ホーロ ーセット10 M6X10 

20 MGA77-4604 カラー 1 

21 K0602062020 ベアリング6202Z #6202z 

22 MGA77-5701 クラッチVプーリー

23 K0401015001 ストップリングS15 S-15

24 MGA77-4701 クラッチ 1 

25 MGA77-4707 鋼球 1 

26 MGA77-4703 スプリング 1 

27 MGA77-5501 モーター台取付 1 

28 MGA77-5502 モーターブラケット 1 

29 MGA77-5702 モータ ーVプー リ ー 1 

30 K0023050081 5ホーロ ーセット8 M5X8 
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4自動送り装置関係
カタログ番号 コード番号 部品名称 個数 備考

31 MGA77-4805 Vへ
や

ルトホ
゜

リマックス5M-515 1 

32 MGA77-5601 ベルトカバー 1 

33 MGA77-6002 制御盤

34 MGA77-6003 リミットスイッチ

35 MGA77-4901 リミットスイッチ取付

36 K0000060152 6ボルト15 M6X15 

37 MGA77-1204 ストッパーゴム

38 MGA77-1202 ストッパー 2 

39 MGA77-1207 ノブボルト 1 M8X40 

40 MGA77-5500 モーター 1 M8GA100B 

41 K4205000850 刃危険ラベル 1 

42 K4205000690 ラベル取扱上の注意 1 

43 MGA77-6001 制御盤マーク付 1 

44 K4205000480 カバー取付注意マーク 1 

45 K4205000670 ベルト回転物注意マーク 1
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5附属部品、エ具部

カタログ番号 コード番号 部品名称 個数 備考

1 MGA77-2404 ダイヤモンドドレッサー 1 

2 MGA77-2401 ドレッサー取付具 1 

3 MGA77-2701 リール刃受け 1 

4 MGA77-2801 砥石ノリタケA46P 1 白(2番取り用）

5 MGA77-2803 砥石 1 ワン形（受刃用）

6 MGA77-3405 チェーンブロック 1 

7 MGA77-3601 モア吊上げバー 1 

8 MGA77-5002 連結ポスト 1 

， MGA77-5111 ラッピングマシン 1 

10 MGA77-4301 位置決め治具 1 

11 MGA77-5401 ゲージ 1 

12 K0000060152 6ボルト15 1 M6X15 

13 MGA77-5405 光明丹 500g 

14 MGA77-1600 抑え板 2 

15 MGA77-4103 カラー 2 

16 K0604062040 ベアリング6204ZZ #6204zz 

17 MGA77-5406 ドレッサー

18 MGA77-1511 ワイヤー （予備）

19 MGA77-5407 接続コード

20 MGA77-5408 工具箱

21 MGA77-5409 ストレッチ

22 MGA77-5001 ラッピングマシン連結棒
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GA77-03A　C2 




